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表2　施肥量（成分g／pot）
1　は　じ　め　に

水稲の窒素吸収は作土の乾燥前歴のみならず，品種，下

層土，有機物施用によって異なり，圃場条件で個々の要因

別に無機化に対する評価を得ることは容易でない。各々の

土壌を，同一条件下で水稲栽培できるポット試験を行い，

作土の土壌別地力窒素吸収量を15N一アンモニア態窒素の

施用で調べ，湛水培養から求めた地力窒素無機化推定値と

比較した。

また，野菜跡においては硝酸態窒素が多いので，復元田

にした時の硝酸態窒素の動向をみるため，lSN一硝酸加里

を施用してポット栽培を行って検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試土壌（表1）宮城県稲作地帯別，土壌環境基礎

調査基準点及び復元田圃場の表土を1989年4月施肥前に

採取。

表1　供試土壌の概要

地可土壌型
PH T一一C T－N T P205CEC

可捨態N
30T、4W

（％）（％）（％）（me）（mg）

2．69　0．223　0．357　27．7　11．6

6．43　　2．12

6．15　　2．16

5．17　】．71

5．53　　4．21

5．99　　4，14

5．78　　4．45

5．61　5．〔旧

0．174　0．248　40．7　　　8．9

0．1g（10．303　27．6　　日．5

0」59　0．150　】5．4　　　9．5

0．242　0．348　28．4　lS．4

0．280　0．327　17．9　　日．3

0．334　0．268　31．6　】7．3

0．356　0．242　39．7　】6．6
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（2）栽培条件1／5000aワグネルポット栽培。

1）供試品種　ササニシキ　3本／potに移植した。

2）施肥（表2）肥料を混ぜ代掻きを行い，土壌が安

定した後移植し，人工池に静直した。

硫安ポ　ット＊

椚酸加里ポット■

無窒素ポット

二＿」＿旦二 P205　　　K20
撼　肥　j O．63　　　0．20　　　0．18
追　肥

基　肥

基　肥

0．32（幼橡形成期7／拍1
0．83　　　　0．20　　　　2．日0

0．20　　　　0．18

注．■l：硫安は2．Oa10m乳硝酸加l勘ま3．12atom％の¢零素を用
いナ∴．

（3）稲体　7月19日（幼穂形成期），8月18日（穂揃期）．

9月19日（成熟期）の3回抜き取り，養分吸収量を求めた。

窒素については重窒素分析によって施肥由来と地力由来に

分けた。

（4）地力窒素無機化量の推定

供試前生土を用い，30，20℃の湛水培養を行った。窒素

無機化プログラム1）により土壌ごとにパラメータを求め，

ポットの地温データの推移から，ポット中の土壌の窒素無

機化量を推定した。

（5115N一硝酸加里施用ポット

復元田の表土を使用し，15N一硫安の代わりにlSN一硝酸

加里を施用して硝酸態窒素の利用率及び吸収量等を調べた。

3　試験結果及び考察

（1）窒素無機化推定値と地力窒素吸収量の関係

窒素無機化推定値と地力窒素吸収量の関係について調べ

た結果．表3及び図1－4に指す4グループに分類された。

1）第1グループ：推定値よりも吸収量が全般的に高

く推移するもの（図1）。窒素無機化推定値に対する地力

蓑3　窒素無機化推定値に対する地力窒素吸収量
の割合区分
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図1窒素無機化推定値及び地力窒素吸収量の推移

窒素収量の割合は．土執こよってばらつきはあるが，平均

すると各時期とも約1．4の値を示した。第1グループに含

まれる土壌は灰色低地土，黒ポク土が多い。このグルー

プでは．水稲による地力窒素吸収量は窒素無機化推定値を

1．4倍することにより予測可能とみられる。

2）第2グループ：第2グループに含まれる土壌は，

強グライ土，果泥土，泥炭土が多く，推定値に対して吸収

量はほぼ等しいか．やや低くかった。これらの土壌では第

1グループに比べ椴圏の環境が不良になりやすい条件のた

め，地力窒素の利用が低かったと考えられる（図2）。
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図2　窒素無機化推定値及び地力窒素吸収息の推移

3）第3グループ：第3グループは，推定値に対して

吸収量は幼穂形成期まではほぼ等しい値を示すが，その後

吸収量は高く推移した。このグループの土壌は復元田であ

り．窒素の無機化水稲による利用については，連作田と

は別に新たな考え方が必要であろう（図3）。
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図3　窒素無機化推定値及び地力窒素吸収量の推移

4）第4グループ：硝酸加里施用ポット（図4）。推

定値に対する吸収量の推移は，幼穂形成期までははば等し

く，その後は著しく増加している。これは，硝酸態窒素の

椴の活力に対する影響も考えられるが，これらの土壌は第

3グループ同様復元田であることが大きく影響していると
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図4　窒素無線化推定値及び地力窒素吸収量の推移

も考えられる。

以上のように，土壌条件によって地力窒素無機化推定値

と吸収量の関係は異なるとみられ，土壌の特性．前歴など

を考慮しながら土壌タイプごとの利用率を策定することが

大切であると考えられる。

（2）復元田における硝酸態窒素の利用

lSN一硝酸加里施用ポットにおける地力窒素吸収量の推

移を図5に示した。ポット試験であるため浸透等の面で実

際の圃場とはかなり異なるが，硝酸態窒素の利用率は20％

前後であった。これは，アンモニア態窒素の利用率の1／2

程度であるが，従来基肥硝酸態窒素の大半は脱窒すると考

えられているのに比べかなり高い値である。したがって，

野菜跡復元田など硝酸態窒素の残存量が高い場合∴施肥設

定をするうえで考慮に入れる必要があると考えられる。

表4　硝酸加盟施用ポットの稲体分析結果

N
吸
収
t
（
ヲ
ど

硫安ポット　　　綱加ポット　　鋼加ポット
角出復元　　　　　　　＊山腹元

図5　硝加施用ポットにおける地力N，
施肥N吸収量
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